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　日本初の国立公園でもある瀬戸内海に浮かぶ直
島で一番海に近い宿泊施設です。
　モンゴルの遊牧民の宿泊テント「パオ」があり、
テント布一枚で瀬戸内の自然と接しながら直島な
らではの滞在を楽しむことができます。
　釣りや海水浴といった過ごし方はもちろん、ベ
ネッセアートサイト直島に隣接しており、直島アー
ト見学の基地としても最適です。

直島ふるさと海の家　つつじ荘



27 月号情報誌MADO
　

県
商
工
会
連
合
会
は
５
月
27
日
、
県
産
業
会

館
に
お
い
て
通
常
総
会
を
開
催
し
、
令
和
３
年

度
事
業
報
告
書
並
び
に
収
支
決
算
書
等
の
承
認

を
行
っ
た
。

　

篠
原
会
長
は
、
開
会
の
挨
拶
で
「
中
小
・
小

規
模
事
業
者
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
る
社
会
経
済
活
動
の
制
限
、
原
材

料
価
格
の
高
騰
、
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
な
ど
、

数
多
く
の
経
営
課
題
を
抱
え
、
懸
命
に
事
業
の

継
続
や
雇
用
の
維
持
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

県
連
で
は
、
各
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
伴

走
型
支
援
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
規
会
員

の
加
入
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
疲
弊
し

た
地
域
経
済
の
立
て
直
し
に
は
、
商
工
会
に
よ

る
支
援
が
、
益
々
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
各
商

工
会
に
は
、
引
き
続
き
会
長
を
中
心
に
役
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経

営
の
安
定
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

来
賓
の
浜
田
県
知
事
か
ら
は
「
日
頃
よ
り
事

業
者
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
、
深
く
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
青

年
部
・
女
性
部
に
よ
る
様
々
な
活
動
を
通
じ
て

幅
広
く
地
域
活
性
化
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
今
後
も

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
や
社
会
経

済
活
動
の
維
持
・
回
復
の
た
め
、
お
力
添
え
を

頂
き
た
い
」
と
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

議
長
に
は
丹
生
副
会
長
が
選
出
さ
れ
、
上
程

さ
れ
た
議
案
は
原
案
ど
お
り
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
長
交
代
に
よ
る
役
員
の
補
充

選
任
で
は
、
東
か
が
わ
市
商
工
会
の
新
会
長
で

あ
る
林
周
二
氏
が
理
事
に
就
任
し
た
。

　

当
日
行
わ
れ
た
県
連
合
会

長
表
彰
で
は
、
「
統
一
事
業

に
関
す
る
優
良
商
工
会
」
と

し
て
６
部
門
で
延
べ
19
商
工

会
が
表
彰
さ
れ
、
受
賞
商
工

会
の
会
長
に
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
た
。

　

（
統
一
事
業
表
彰
の
み
掲
載
）

◎
統
一
事
業
に
関
す
る
優
良
商
工
会
の
表
彰

　
　

会
員
加
入
促
進
運
動
事
業

　
　
　

小
豆
島
町
商
工
会

　
　
　

土
庄
町
商
工
会

　
　
　

三
木
町
商
工
会

　
　
　

高
松
市
中
央
商
工
会

　
　
　

綾
川
町
商
工
会

　
　
　

丸
亀
市
飯
綾
商
工
会

　
　
　

宇
多
津
商
工
会

　
　
　

ま
ん
の
う
町
商
工
会

　
　
　

琴
平
町
商
工
会

　
　
　

三
豊
市
商
工
会

　
　

巡
回
訪
問
事
業

　
　
　

土
庄
町
商
工
会

　
　
　

宇
多
津
商
工
会

　
　
　

観
音
寺
市
大
豊
商
工
会

　
　

持
続
化
補
助
金
申
請
支
援
事
業

　
　
　

土
庄
町
商
工
会

　
　
　

宇
多
津
商
工
会

　
　

情
報
化
推
進
事
業

　
　
　

綾
川
町
商
工
会

　
　

商
工
貯
蓄
共
済
事
業

　
　
　

宇
多
津
商
工
会

　
　
　

観
音
寺
市
大
豊
商
工
会

　
　

全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
事
業

　
　
　

宇
多
津
商
工
会

「
通
常
総
会
」開
催

令
和
４
年
度

香
川
県
商
工
会
連
合
会

香
川
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

雇用機会の確保・働き方改革の推進を
　県商工会連合会は、６月３日、香川県、香川労働局、県教育委員会及び四
国経済産業局より、雇用に関する協力要請を受けた。
　この日、西原副知事、松瀨労働局長、工代県教育長及び芳谷四国経済産業
局地域経済部次長が揃って県産業会館を訪れ、「雇用機会の確保」「働き方
改革の推進」「多様な人材の雇用と活用」「若年者の職場への定着」などを
求める要請書を篠原会長に手渡した。

　地域経済の維持・回復及び持続的発展に向けた雇用対策の推進のため、連合会はこの要請内容を各商工会に周知し、
協力を依頼した。

「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の

　
　

経
営
支
援
に
関
す
る
緊
急
要
望
」

県
経
済
４
団
体
で
浜
田
知
事
に
要
望

　

県
商
工
会
連
合

会
は
、
６
月
６
日
、

県
商
工
会
議
所
連

合
会
、
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
及

び
県
商
店
街
振
興

組
合
連
合
会
と
共

同
で
、
香
川
県
知

事
に
対
し
て
、「
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
経
営
支
援
に

関
す
る
緊
急
要
望
」
を
提
出
し
た
。

　

今
回
の
要
望
書
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
な
か
、

感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
に

向
け
て
自
己
変
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
中

小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
よ
り
一
層
の
支
援

を
は
じ
め
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
外
出

抑
制
、
国
際
的
往
来
制
限
等
に
よ
る
人
流
の

減
少
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
消
失
な
ど
の
経
営

環
境
の
激
変
に
対
し
て
、
地
元
消
費
拡
大
を

図
る
た
め
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発

行
支
援
な
ど
消
費
喚
起
策
、
県
内
宿
泊
施
設

の
利
用
促
進
策
及
び
高
松
空
港
国
際
線
の
早

期
再
開
、
さ
ら
に
は
、
原
材
料
・
資
源
価
格

等
の
高
騰
や
円
安
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、

様
々
な
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
・
小
規
模

事
業
者
の
事
業
継
続
に
向
け
た
資
金
繰
り
や

雇
用
維
持
に
関
す
る
支
援
策
な
ど
を
要
望
し

た
。

１
．
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
自
己
変

　
　

革
に
向
け
た
挑
戦
支
援

２
．
需
要
・
消
費
喚
起
策

　
　
（
１
）
消
費
喚
起
策

　
　
（
２
）
宿
泊
施
設
の
利
用
促
進
策

　
　
（
３
）
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
策

　
　
（
４
）
イ
ベ
ン
ト
等
の
促
進
策

　
　
（
５
）
高
松
空
港
国
際
線
の
早
期
再
開

３
．
資
源
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
や
円
安
の

　
　

進
行
に
対
す
る
支
援

【
要
望
項
目
】
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第第
56
回
香
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

回
香
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

　
　
　
　
　

通
常
総
会
・
研
修
会
を
開
催

　
　
　
　
　

通
常
総
会
・
研
修
会
を
開
催

第
56
回
香
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

　
　
　
　
　

通
常
総
会
・
研
修
会
を
開
催

香
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

第
49
回 

通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
を
開
催

通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
を
開
催

第
50
回 

通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
を
開
催

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合

会
（
会
長
上
原
広
嗣
）
の

第
五
十
六
回
通
常
総
会
並

び
に
研
修
会
が
、
四
月
二

十
三
日
、
観
音
寺
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ

た
。

　

総
会
に
先
だ
っ
て
行
わ

れ
た
研
修
会
で
は
、
株
式

会
社
ア
テ
ー
ナ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
立
石
裕
明
氏
を

講
師
に
迎
え
、「
商
工
会

青
年
部
を
活
用
し
て
、
利
益
拡
大
を
図
る
」
と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
い
た
。

　

青
年
部
員
同
士
の
情
報
共
有
を
密
に
行
う
こ
と
が
、
青

年
部
活
用
に
お
け
る
入
口
で
あ
り
、
利
益
拡
大
へ
の
出
発

点
で
あ
る
と
の
話
の
後
、
経
営
者
と
し
て
最
低
限
知
っ
て

お
く
べ
き
利
益
構
造
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
受
講
者

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
た
。

　

総
会
で
は
、
上
原
県
青
連
会
長
、
篠
原
県
連
会
長
の
挨

拶
の
後
、
渡
邉
副
会
長
を
議
長
と
し
議
案
審
議
が
行
わ
れ

た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
『
令
和
三
年
度
事
業
報
告
書
並
び

に
収
支
決
算
書
承
認
に
つ
い
て
』『
令
和
四
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
書
（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て
』

は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
可

決
さ
れ
た
。

　

最
後
に
来
賓
の
寺
嶋
県
商
工
労

働
部
長
、
観
音
寺
市　

佐
伯
市
長
、

観
音
寺
市
議
会　

五
味
副
議
長
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
閉
会
し
た
。

　

総
会
後
に
は
交
流
懇
親
会
が
行

わ
れ
、
青
年
部
員
が
ブ
ロ
ッ
ク
の

枠
を
超
え
て
交
流
し
た
。

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合

会
（
会
長
住
野
タ
ツ
子
）

の
第
五
十
回
通
常
総
会
並

び
に
主
張
発
表
大
会
が
、

五
月
九
日
、
県
産
業
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
今
回
の
総
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

役
員
の
み
出
席
の
縮
小
開

催
と
な
っ
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
三
木
町
商
工
会
女
性
部
の
松
原

弥
生
さ
ん
が
、
三
木
町
外
か
ら
の
流
入
人
口
を
増
や
す

「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
へ
の
参
画
に
つ
い
て
、
発
表
を
行
っ
た
。

三
木
町
の
産
品
を
使
っ
た
お
弁
当
を
作
り
、
三
木
町
、
地

元
企
業
、
女
性
部
の
三
者
で
協
力
し
て
、
地
元
を
盛
り
上

げ
て
い
く
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
発
表
し
た
。
審
査
員
の
宮
武
県
連
専
務
理
事
と
住
野
女

性
連
会
長
よ
り
、
講
評
と
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
住
野
会
長
の
挨
拶
の
後
、
令
和
三
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令
和
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）、
役
員
の
補
充
選
任
の
承
認
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
、
各
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
承
認
可

決
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
令
和
四
年
度
の
県
女
性
連
は
、①
香
川
県
商
工

会
女
性
部
連
合
会
創
立
五
十

周
年
記
念
式
典
の
開
催　
　

②
部
員
増
強
運
動
の
推
進　

③
地
域
福
祉
事
業
の
実
施　

を
重
点
項
目
と
し
て
掲
げ
、

活
動
を
通
じ
て
組
織
強
化
や

部
員
間
の
連
携
強
化
を
図
り
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
、
６

月
22
日
、
ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

に
お
い
て
創
立
50
周
年
記
念
式
典
を

開
催
し
た
。

　

浜
田
県
知
事
、
日
本
政
策
金
融
公

庫　

田
所
高
松
支
店
長
、
香
川
県
共

同
募
金
会　

遠
山
会
長
を
は
じ
め
多

数
の
来
賓
を
招
き
、
座
席
間
隔
の
確

保
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
対
策
を
充
分
に
講
じ
、
県
内

商
工
会
女
性
部
員
等
総
勢
約
１
０
０
名
に
よ
る
盛
大
な
式
典

と
な
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
寒
川
副
会
長
に
よ
る
開
式
の
辞
が
あ
り
、
続

い
て
住
野
会
長
が
、「
創
立
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
初
心

に
立
ち
返
り
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
女
性
部
員
の
絆
を
礎

と
し
て
、
地
域
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
続
け
、
商

工
会
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
」
と
の
式
辞
を
述
べ

た
。

　

続
い
て
創
立
50
周
年
記
念
表
彰
を
行
い
、
県
知
事
感
謝
状
、

全
国
連
会
長
表
彰
の
そ
れ
ぞ
れ
の
被
表
彰
者
に
表
彰
状
等
が

手
渡
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
浜
田
県
知
事
、
田
所
支
店
長
、
遠
山
会
長
よ
り
来

賓
祝
辞
が
あ
り
、
50
周
年
を
契
機
と
し
て
、
地
域
商
工
業
の

振
興
と
地
域
社
会
の
発
展
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
に
期
待
す

る
と
の
激
励
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

○
県
知
事
感
謝
状

　
　

宇
多
津
商
工
会

　
　
　

部　

長　

住
野
タ
ツ
子

　
　

綾
川
町
商
工
会

　
　
　

部　

長　

藤
重　

英
子

　
　

高
松
市
中
央
商
工
会

　
　
　

元
部
長　

高
木　

民
子

○
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

　
　

高
松
市
中
央
商
工
会

　
　
　

部　

長　

一
小
路
宏
美

　
　

丸
亀
市
飯
綾
商
工
会

　
　
　

部　

長　

松
永　

妙
子

創
立
創
立
5050
周
年
記
念
被
表
彰
者
名
簿

周
年
記
念
被
表
彰
者
名
簿

（
役
職
名
は
表
彰
基
準
日
現
在
の
も
の
を
記
載
）
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有限会社　久保食品

　

当
社
は
、
終
戦
の
年
、
1
9
4
5
年
に
設
立
し
て
以
来
、
豆
腐
製
造

小
売
業
一
筋
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、
食
品
の
安
全
性
が
国
民
的
関
心

事
と
な
っ
た
70
年
代
に
輸
入
大
豆
か
ら
国
産
大
豆
に
切
り
替
え
る
と
と

も
に
、化
学
合
成
添
加
物
を
使
用
し
な
い
豆
腐
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
健
康
や
安
全
面
を
重
視
し
た
取
組
み
が
、
消
費
者
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
、
現
在
で
は
、
豆
腐
一
丁
2
5
0
円
〜
6
0
0
円
と
他

社
製
品
（
平
均
価
格
は
1
0
0
円
〜
1
5
0
円
程
度
）
と
比
較
し
て
安

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
国
の
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
豆
腐
の
製
造
販
売
に
長
く
携
わ
る
中
で
豆
乳
が
健
康
志
向
の

顧
客
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
こ
と
を
察
知
し
、
2
0
0
5
年
頃
か
ら
豆

乳
を
原
液
と
し
た
化
学
合
成
添
加
物
不
使
用
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
販

売
し
て
好
評
を
得
た
こ
と
か
ら
、
13
年
に
ス
イ
ー
ツ
事
業
部
を
開
設
し

て
、
イ
タ
リ
ア
風
の
各
種
ス
イ
ー
ツ
の
製
造
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
業
を
展
開
す
る
中
、
お
客
様
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る

子
ど
も
に
も
安
心
し
て
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
食
べ
さ
せ
た
い
と
の
要
望
が
あ

り
、
当
社
の
豆
腐
・
豆
乳
を
使
用
し
た
独
自
の
「
豆
乳
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」

を
開
発
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
作
る
設
備

も
資
金
も
無
い
こ
と
か
ら
、
商
工
会
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
も
の
づ

く
り
補
助
金
」
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
商
工
会
の
申
請
支
援
を
受
け

な
が
ら
19
年
に
ジ
ェ

ラ
ー
ト
の
製
造
設
備

を
導
入
。
さ
ら
に「
新

分
野
等
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業
」
の
紹
介
・

申
請
支
援
を
受
け
な

が
ら
、「
豆
乳
ジ
ェ

ラ
ー
ト
」
の
商
品
開

発
も
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
20
年
に

「
豆
乳
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」

の
店
頭
販
売
を
始
め
た
直

後
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
広
が
り
始

め
、
外
出
が
控
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
当
店
へ

の
来
客
が
大
幅
に
減
少

し
、
豆
腐
等
の
百
貨
店
売

上
も
大
き
く
落
ち
込
み
ま

し
た
が
、
ス
ー
パ
ー
で
の

売
上
は
減
っ
て
い
な
い
こ

と
に
気
づ
き
、
今
後
の
経

営
方
針
を
商
工
会
に
相
談

し
ま
し
た
。

　

相
談
を
重
ね
る
中
で
、
店
頭
販
売
の
み
だ
っ
た
「
豆
乳

ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
の
内
側
に
イ
ン
ナ
ー
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け

れ
ば
、
異
物
混
入
や
い
た
ず
ら
の
防
止
、
品
質
の
保
持
に

効
果
が
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
の
品
質
基
準
を
ク
リ
ア
ー
し
て

販
売
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
、
イ
ン
ナ
ー
シ
ー
ル
を
貼
り

付
け
る
機
械
の
導
入
に
必
要
な
資
金
を
「
持
続
化
補
助
金
」

を
活
用
し
て
調
達
す
る
こ
と
と
し
、
21
年
秋
に
そ
の
採
択

を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
社
の
カ
ッ
プ
入
り
「
豆
乳
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
が
、
全
国

の
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
で
販
売
さ
れ
、
消
費
者
の
皆
様
の

お
手
元
に
届
け
ら
れ
る
日
が
間
も
な
く
来
ま
す
。
今
回
、

も
の
づ
く
り
補
助
金
や
持
続
化
補
助
金
な
ど
様
々
な
支
援

制
度
を
活
用
し
な
が
ら
一
連
の
商
品
開
発
が
で
き
た
の
も

商
工
会
職
員
の
定
期
的
な
訪
問
が
あ
り
、
日
々
の
状
況
を

聞
き
取
っ
て
い
た
だ
け
た
か
ら
で
す
。
今
後
も
商
工
会
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
、
日
々
変
化
す
る
時
代
を
乗
り
超
え
、

百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
を
通
じ
て
、
全
国
の
皆
様
に
安
心
・

安
全
な
ス
イ
ー
ツ
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

（宇多津商工会）伴走型支援事例

香川「事業承継マッチングサービス」のイメージ図

会
社
説
明

も
の
づ
く
り
補
助
金
・
持
続
化
補
助
金
の
活
用

今
後
の
展
開

アイスクリームは温度が上がったり下がったりすると、表面の水分
が蒸発して乾燥することがあります。これを防ぐために、外ふたの
内側にもう一枚のふたをしたものがインナーシールです。フイルム
をカップに接着してあるので、保存中の乾燥を抑え、また、いたず
ら防止にも役立っています。

インナーシール

日
本
公
庫
高
松
支
店



　

補
助
事
業
の
た
め
の
計
画
づ
く
り
は
、
久
保
食

品
の
後
継
者
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
も
の
づ
く

り
補
助
金
で
は
、
一
緒
に
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
に
出
向
い
た
り
、
か
が
わ
産
業
支
援
財
団
か
ら

講
師
を
何
度
も
派
遣
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
久

保
食
品
の
経
営
理
念
も
素
晴
ら
し
い
の
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
後
継
者
夫
婦
の
考
え
方
が
素
晴
ら
し

く
、SD

Gs

の
目
標
14
で
あ
る
海
の
豊
か
さ
を
守

る
た
め
の
「
海
ご
み
ゼ
ロ
」
活
動
を
行
っ
た
り
、

学
校
給
食
へ
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
提
供
し
た

り
と
、
自
社
の
み
な
ら
ず
地
域
社
会
に
対
し
て
も

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
企
業
に

補
助
事
業
を
通
じ
て
、
複
数
年
支
援
し
続
け
て
い

る
こ
と
が
私
自
身
の
喜
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
豆

腐
と
言
え
ば
、
く
ぼ
さ
ん
の
豆
腐
」
と
、
香
川
県

民
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
人
に
も
言
わ
れ

る
よ
う
に

な
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら

も
支
援
し

て
い
き
た

い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
久

保
食
品
の
今

後
よ
り
一
層

の
事
業
発
展

に
期
待
し
て

い
ま
す
。

 　
宇
多
津
商
工
会

　
　
　

経
営
指
導
員　

織
田　

哲
也
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香川「事業承継マッチングサービス」のイメージ図香川「事業承継マッチングサービス」のイメージ図

～四国初、事業承継マッチング実施に向けた覚書を締結～

　県商工会連合会と日本政策金融公庫高松支店は、６月10日付で「事業承継支援に関する覚書」を締結し、連携スキーム『香川「事業承継
マッチングサービス」』を構築しました。
　同スキームは、県商工会連合会が、商工会の会員企業の中から「後継者がいない等を理由に事業を譲り渡したい」とのニーズを掘り起こ
し、日本公庫高松支店が、全国152支店のネットワーク
等を活用して「事業拡大や創業等に向けて事業を譲り
受けたい」とのニーズのある方に紹介するものです。
マッチング後も、双方が連携し伴走型支援をしていきま
す。また、事業承継に関するイベントの開催や外部専門
家の紹介等でも、連携・協力していきます。
　現在、後継者不在や新型コロナウイルスの影響等に
より、中小・小規模事業者の方々の休・廃業が急増してお
り、事業承継は喫緊の課題となっています。県商工会連
合会と日本公庫高松支店は、本スキームを積極的に活
用し、県内における中小・小規模事業者の事業承継問題
の解決に貢献できるよう取り組んでいきます。

企業内での人材育成に取り組む事業主の皆さまへ

デジタル分野などの社員教育に人材開発支援助成金をご活用ください
国民の皆さまのアイデアをもとに「人への投資促進コース」を創設

　労働者に職業訓練などを実施した事業主に対して、訓練経費や訓練期間中の
賃金の一部を助成する人材開発支援助成金について、本年４月、国民の皆様か
ら寄せられたアイデアを反映した「人への投資促進コース」が新たに創設され
ました。不足するIT人材の育成に対応した訓練や労働者が自発的に受講する訓
練への助成が措置されています。
　特に注目すべきは「定額制訓練」への助成です。従来の制度では助成の対象
とならなかった「定額受け放題研修サービス（サブスクリプション、通称サブ

スク型）」が助成対象となり、多様な訓練の選択・実施が可能となっています。
　人材開発支援助成金「人への投資促進コース」の活用を検討される場合は、
香川労働局助成金センターにご相談ください。▲

お問い合わせ先
　香川労働局助成金センター
　☎087-811-8929

日
本
公
庫
高
松
支
店

日
本
公
庫
高
松
支
店
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　インボイス制度とは「適格請求書保存方式」のことをいい、所定の記載要件を満たした請求書などが「適格請求書（イ

ンボイス）」です。売り手が買い手に対して、正確な適用税率や消費税額等を伝えるもの、具体的には、現行の「区分

記載請求書」に「登録番号」、「適用税率」及び「消費税額等」の記載が追加された書類やデータをいいます。

　インボイス制度は売り手、買い手双方に適用されます。売り手は、取引相手（買い手）から求められたときには、

インボイスを交付しなければなりません。また、交付したインボイスの写しを保存しておく必要があります。買い手は、

原則として取引相手（売り手）から交付を受けたインボイスの保存が必要となります。

　インボイス制度は2023年 10月１日からスタートします。それまでに、売り手は「適格請求書発行事業者」になっ

ていなければなりません。適格請求書発行事業者でなければ、インボイスを発行できないからです。事業者の方が適

格請求書（インボイス）を交付するためには、納税地を所轄する税務署長に対して登録申請書を提出し、適格請求書

発行事業者になる必要があります。

エキスパート登録 の専門家から 

ワンポイント
アドバイスアドバイスアドバイス

　香川県内において夫婦で税理士事務所を開業しています。法人税、所得税
の申告のほか、最近では事業承継や相続税の申告も積極的に行っています。

中山美香
【略歴】

　各分野の専門家が、経営上・技術上の様々な問題に対して、直接事業所を訪問し、
問題解決に向けての支援・アドバイスを行います。

■ ご相談・お問い合わせは、最寄りの商工会まで ■

ターゲットとする顧客層に最適なSNSの活用方法を知りたい。
クラウドサービスを導入するにあたって、運用ルールを決めておきたい。例えば、

といった取り組みを応援します。
１テーマ２回まで無料となっておりますので、是非ご活用ください。

エキスパート・バンクとは？

①免税事業者との取引が減少
　インボイス制度が導入されると、課税事業者は免税事業者との取引においては仕入れ額控除が適用されなくなりま

　す。そのため、取引先としては課税事業者を優先的に選び、免税事業者との取引は減少する可能性があります。免

　税事業者の立場からすると、免税事業者のままでいると取引が減ってしまう可能性があるということです。

②経理の業務が複雑
　軽減税率制度の実施とともに、８％と10％の税率の取引を税率ごとに帳簿上で区分経理することが必要となりま

　した。インボイス制度の導入後も引き続き、複雑な経理が必要となる区分経理を続けていく必要があります。

③年間売上高1,000万円以下でも消費税を納める事業者が増加
　インボイス制度導入後も年間売上高 1,000 万円以下であれば、免税事業者を継続できます。ただし、実際にはイ

　ンボイスを発行できないと仕入れ額控除が適用できないため、価格競争では不利になります。そのため、インボイ

　ス制度導入後は、免税事業者から課税事業者になる割合は多くなると予想されます。

税理士
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～新かがわ中小企業応援ファンド等事業（令和４年度後期事業）～

「新分野等チャレンジ支援事業」及び「withコロナ対応支援事業（販路開拓枠）」を募集しています

【募　集　期　間】
【応　募　方　法】
【助成対象者】

【お問い合わせ先】公益財団法人かがわ産業支援財団　総務部　ファンド事業推進課
　　　　　　　　高松市林町2217-15　TEL：087-868-9903　FAX：087-869-3710

○助成対象経費：【研究開発費】原材料費、機械装置・工具器具費、外注加工費、試験検査費、産業財産権取得費、委託費、 専門家謝金、旅費
　　　　　　　 【販路開拓費】市場調査費、国内見本市出展費、委託費、専門家謝金、旅費
○助成率・額：２／３以内、50万円以上100万円以下
○助成の対象となる事業の期間：最長で令和４年10月１日から令和５年９月30日まで
○採択予定件数：７件程度

○助成対象経費：広告宣伝費、システム等構築費、市場調査費、WEB見本市出展費、感染症対策が十分になされている国内見本市出展費、
　　　　　　　 委託費、専門家謝金
○助成額：35万円
○助成の対象となる事業の期間：最長で令和４年10月１日から令和５年３月31日まで
○採択予定件数：10件程度

令和４年６月17日（金）～令和４年８月18日（木）17時必着
原則、財団ホームページ又は２次元コードから申請登録（事前相談）を行ってください。
県内に主たる事務所・事業所を有する中小企業者

【募集メニュー】

労務費、原材料費、エネルギーコスト等の上昇分を取引価格に反映しない取引（※）は下請
法上の「買いたたき」に該当するおそれがあります！

　公正取引委員会では、匿名で、買いたたきなどの下請法に違反する疑いのある行為を行っている
親事業者に関する情報を広く受け付けています。

※コスト上昇分について、取引価格への反映の必要性を協議することなく、従来の価格に据え置く取引
※下請事業者が取引価格の引上げを求めたことに回答することなく、従来の価格に据え置く取引

違反行為情報提供の受け付け

　公正取引委員会では、「買いたたき」を含む下請法に関する相談を受け付けています。

不当なしわ寄せに関する下請相談窓口（フリーダイヤル）

「違反行為情報提供フォーム」

「不当なしわ寄せに関する下請相談窓口」【受付時間10：00～17：00（土日祝日・年末年始を除く）】

0120 060 110ー ー
（不当な下請取引） 110番ゼ　　　ロ　　ゼロ

　公益財団法人かがわ産業支援財団では、「新かがわ中小企業応援ファンド」を活用して、県内中小企業者が取り組む研究開
発や販路開拓、生産性向上、人材育成等に対する総合的な支援を行っています。
　現在、令和４年度後期事業として、新商品・新技術の開発や市場性を見極めるための試作品作成等に取り組む事業及び新し
い生活様式に対応した販路開拓に取り組む事業を募集しています。ぜひご活用ください。

　県内の中小企業者が行う新商品・新技術の開発や市場性を見極めるための試作品作成、付加価値の高い新製品開発のための
実証試験などを支援し、新分野等への挑戦を後押しします。

　感染防止策を前提とした新しい日常への対応が求められる中で、県内の中小企業者が事業の継続、発展のために取り組むオ
ンライン等を活用した販路開拓を支援します。

新分野等チャレンジ支援事業

withコロナ対応支援事業（販路開拓枠）



子ども政策課少子化対策グループ 香川県総務部税務課・政策部自治振興課／香川県内市町税務担当課

みんな子育て応援団
加盟店舗・認定施設募集中！

香川県中小企業
BCP優良取組事業所

　県では、企業・店舗等と連携し、お子さんのいるご家庭を対象に
【優待・割引サービス】、【外出サービス】を提供する事業を実施し
ており、ご協力いただける加盟店舗・認定施設を募集しています！！▲

優待・割引サービス
●みんなトクだね応援団：毎月19日の「かがわ育児の日」に加盟店舗
がおトクなサービスを提供する事業。
●さんさんパスポート：３人以上のお子さまを持つ子育て家庭が県内の
店舗又は施設で、さんさんパスポートを店頭で提示するとサービス・特
典が受けられる事業。▲

外出サービス
●かがわこどもの駅：子育て家庭が安心して外出できるように、「こ
れ、あったらいいな」と思える以下の４つのうち２つ以上の設備が
整っている店舗・施設を「かがわこどもの駅」に認定し、子育て家
庭に情報提供する事業。
　①授乳の場　②おむつ替えができる設備　③子ども用トイレ　
　④妊婦用駐車場

　加盟方法等につきましては、ホームページをご覧ください。
https://colorfulplus.pref.kagawa.lg.jp/▲

問い合わせ先
　香川県健康福祉部子ども政策推進局子ども政策課
　少子化対策グループ
　TEL：087-832-3287　e-mail：kosodate@pref.kagawa.lg.jp

▲

対象事業所　県内に事業所のある中小企業（中小企業基本
法第２条第１項各号に規定する事業者又はその拠点となる
事業所）▲

認定基準　この認定制度は、「自社の取組みだけでなく、
取引先や地域と連携した取組みを促進し、環境の変化に強
い企業・地域を作る」ことをコンセプトとしております。

▲

申請方法
　⑴申請に必要な書類
　　BCP、認定申請書（様式第１号）、
　　取組内容チェックシート　等
　⑵申請受付期間
　　第１回募集
　　令和４年６月１日（水）～令和４年７月29日（金）必着
　　第２回募集
　　令和４年８月１日（月）～令和４年11月15日（火）必着
　⑶お問合せ先
　　香川県商工労働部経営支援課　商業・金融グループ
　　☎087-832-3345
　　https://www.pref.kagawa.lg.jp/keiei/BCP/nintei.html

かがわ健康ポイント事業募集しています!

ご活用
ください!

中小企業の４社に３社が、
電子申告を行っています。
是非ご利用ください！

地方税
ポータル
システム

〈オンラインで簡単にできる！〉
●法人市町村民税・法人都道府県民
税などの電子申告
●法人設立届や異動届出などの電子
申請・届出
●法人市町村民税・法人都道府県民
税などの電子納税  

　eLTAX（エルタックス）は、地
方税の申告や納税を地方公共団体や
金融機関の窓口に出向くことなく、
自宅やオフィスで、インターネット
を通じて簡単に行うことができるシ
ステムです。

　利用方法等の詳しい情報は、eLTAXホームページをご覧ください。▲

電話によるお問い合わせ
　eLTAXヘルプデスク　0570-081459
　※つながらない場合　03-5521-0019

認定された事業所
には認定証を交付し、
香川県ホームページ
で公表するほか、
補助事業等での優遇
措置があります！

　「マイチャレかがわ！」は、日々の健康づくりや健康診断の受
診、社会参加などに対して、健康ポイントを付与することにより、
楽しみながら無理なく継続的に健康づくりに取り組くんでいただ
くための事業です。
　「マイチャレ」とは、「毎日続ける私の健康づくりの目標」と
いう意味で、ウォーキングや朝ごはんを食べるといった「マイチ
ャレ」の達成や、健康づくりにつながる取組みに健康ポイントが
付与されます。一定のポイントがたまると、サービス協力店で特
典が受けられる「マイチャレカード」がもらえるほか、抽選で素
敵なごほうびがもらえます。
　今年も、アプリ限定で、９月に家族や友人と取り組める「チー
ム対抗戦」、10月には「企業対抗戦」が開催されます。
　企業対抗戦は、県内にある会社または営業所などの部署ごとに
申込みを行い、登録した従業員の平均歩数を競い合うもので、企
業ごとのランキングが表示され、上位となった会社が表彰されま
す。
　仲間や、職場ぐるみで「マイチャレかがわ！」を活用して、健
康づくりに取り組んでみませんか。サービス協力店も随時募集し
ています。
　詳しくは、ホームページをご覧ください。

を活用して、職場ぐるみで健康づくりに取り組んでみませんか？

▲

問い合わせ・企業登録のお申込み　香川県健康福祉総務課　☎087-832-3273

※申告内容等についてのお問い合わせは、
　県税事務所・各市町税務担当課へお願いします。
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【企業対抗戦】
◎期　間：令和4年10月　1日（土）～
　　　　　　　　　10月31日（月）
◎ルール：対抗戦期間中のグループ
　　　　　の平均歩数で競う

上位10チームに
賞状を贈呈します！



香川県では、
「家具類固定サポート制度」の
利用者を募集しています！

第５回香川県産オリーブ関連商品認証制度

▲

家具類の固定はなぜ必要？
　過去の大規模地震では、建物の倒壊や家具類の転倒によって、たくさんの方が犠牲になられま
した。県の南海トラフ地震被害想定では、家具類の転倒・落下防止対策を実施することで、死傷
者数を４分の１に軽減できると想定されています。ご自分やご家族の命を守るために、家具類の
固定はとても重要です。ぜひ、この機会に、「家具類固定サポート制度」をご利用ください！▲

「家具類固定サポート制度」はどんな制度？
　「家具・家電の固定方法がわからない」、「自分で固定作業ができない」等の理由により、家
具類の固定ができていない方のために、家具類固定サポーター（香川県防災士会）が家庭を訪問
し、固定方法のアドバイスや固定器具の取付支援などを行う制度です。▲

申請方法【対象世帯】県内に住所を有する世帯
　【申請締切】令和４年７月29日（金）必着　※先着200世帯で募集を締め切ります。
　【申請方法】利用申請書に必要事項を記入のうえ、FAX・メール・郵送にて提出
※利用申請書は県HPや市町防災担当課の窓口等で入手できます。郵送を希望される場合は、香
川県危機管理課（TEL：087-832-3242）までご連絡ください。▲

お問い合わせ　香川県危機管理総局危機管理課　☎087-832-3242　FAX 087-831-8811

　香川県では、県産オリーブを使用した県内事業者の商品を認証し、
ブランド化とPRを行っています。この度、認証商品の募集を行います
ので、魅力あふれる商品のご応募をお待ちしております。▲

募集期間　令和４年７月１日（金）～９月２日（金）▲

応募対象　県内で栽培されたオリーブのみを直接的又は間接的に使
用して、県内で生産又は製造された商品（農林水産物、加工食品、
雑貨などの非食品）※詳細は、募集要項をご覧ください。

▲

応募方法　香川の県産品ポータルサイト
　「LOVEさぬきさん」から申込書をダウン
　ロードし、下記までご提出ください。▲

応募先・お問合せ
　〒760-8570　高松市番町四丁目１番10号（一財）かがわ県産品振興機構
　担当：松本（拓）　TEL：087-832-3387
　E-mail：kensanpin@pref.kagawa.lg.jp

先着
200世帯

申請締切
７月29日㊎

らぶさぬきさん

認証ロゴマーク

詳しくはコチラ！

香川県産オリーブを使用した商品を募集します！
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コーヒーを中心にフラッペやシ
ェイクなどのドリンクをご用意
しています。店内は勿論、今の
季節は、テラス席やテイクアウ
トでのご利用もおすすめです。
気軽に立ち寄っていただけるよ
うなお店作りを心掛けています。

●住　　所　小豆郡土庄町甲1360-77
●営業時間　10:00～19:00
●定　休　日　金曜日
●電話番号　080-3922-2195
●HPアドレス　https://bluebeatblandcafe.com

●住　　所　小豆郡土庄町甲3745-2
●営業時間　9:00～16:00
●定　休　日　土曜日、日曜日、祝日
●電話番号　080-6073-2061
●HPアドレス　gorocuba.com

小豆島で化学農薬や化学肥料に頼らず14種類の柑
橘を栽培しています。故郷の風景を守るため、耕
作放棄地を開墾したり、後継者のいない畑を借り
受け、2021年より経営を開始しました。青果の他
にロス品を利用した無添加のドライフルーツを販
売しています。今後も地域の味や風景を次世代に
残せるように努めていきます。

弊社は国内で唯一、「マヤカカオ」と呼ばれる、
農薬・化学肥料不使用で栽培された高品質カカオ
豆をメキシコからフェアトレードで直接輸入し販
売しています。今夏より、マヤカカオを使ったオ
リジナルクラフトチョコレートの製造を予定して
おり、小豆島販売所およびECサイトで販売を行い
ます。

●住　　所　小豆郡土庄町甲3407-2
　　　　　　※旧戸形小学校前上がる
●営業時間・定休日　未定
●電話・HP等 準備中、代表の携帯 090-3166-7176

事業所情報

●住　　所　小豆郡土庄町肥土山甲1185-1
●営業時間　9:00～18:00
●定　休　日　無し
●電話番号　090-5711-5434
●HPアドレス　https://bunjiro.co

小豆島で初めてのワイナリーを2022年
夏にOPENします。島内or土庄町内の
自家農園で島の海風を存分に浴び育てた
ぶどうを100％使用した小豆島ワインを
是非ご賞味ください。シャンパーニュ製
法で醸造した「島シャン」、100％シャ
インマスカットで醸造した「JADE」
をリリース中。ワイナリーからの
景観もお楽しみ頂けます。

事業所情報

事業所情報 事業所情報
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「のどごし」にこだわり、つるつるっと食べてる
うちに「あれ？もう完食」そんな箸の止まらない
手延べ麺をお届け。
「フラクトオリゴ糖」が豊富なヤーコンを使用し
た「ヤーコン麺」は、つるつる食感に、プリっと
した弾力、もちっと
した食感が人気の
オリジナル麺です。

●住　　所　小豆郡土庄町渕崎甲2209-1
●営業時間　9:00～17:00
●定　休　日　土曜日、日曜日、祝日
●電話番号　0879-62-3636
●HPアドレス　https://humoto.jp

事業所情報

季節に応じた小豆島の美味しいをお届けします。
メインは天ぷら・うなぎ・お造り（仕入によりま
す）。先代から受け継いだ味“ステーキ”も健在
（要予約）。食を通して目の前の人を笑顔にする
ことをモットーに日々精進しています。お気軽に
お問合せください。

●住　　所　小豆郡土庄町渕崎甲2078-11
●営業時間　11：00～14：00・テイクアウト18：00まで
　　　　　　夜は貸切（要予約）
●定　休　日　火曜日、第三月曜日
●電話番号　0879-62-2675
●Instagram　yasuke1215

事業所情報

公益社団法人
香川県シルバー人材センター連合会 ☎087-811-7880
〒760-0066 高松市福岡町二丁目2-2 香川県産業会館5F https://www.sjc.ne.jp/kagawa/

公益社団法人  高松市シルバー人材センター　 ☎087-831-9410

公益社団法人  丸亀市シルバー人材センター　 ☎0877-23-6215

公益社団法人  坂出市シルバー人材センター　 ☎0877-46-1488

公益社団法人  仲善広域シルバー人材センター ☎0877-63-1366

公益社団法人  観音寺市シルバー人材センター ☎0875-24-0419
（善通寺市・まんのう町・琴平町）

公益社団法人  さぬき市シルバー人材センター　 ☎0879-23-2189

公益社団法人  東かがわ市シルバー人材センター ☎0879-25-6226

公益社団法人  三豊市シルバー人材センター　　 ☎0875-63-1244

一般社団法人  三木町シルバー人材センター　　 ☎087-899-8817

公益社団法人  宇多津町シルバー人材センター　 ☎0877-49-2510

公益社団法人  綾川町シルバー人材センター　 ☎087-870-9270

公益社団法人  多度津町シルバー人材センター ☎0877-33-4755

土庄町シルバー人材センター　　　　　　　　☎0879-64-5764

小豆島町シルバー人材センター　　　　　　　☎0879-75-2007

直島町シルバー人材センター　　　　　　　　☎087-892-2458

シルバー人材センターには豊かな知識・経験・技能等を持った会員が多数登録しています。どのようなお仕事でもお問い合わせください。

短期間で大量の広報を
配布するなんて…

●各種自動車運転
●経理事務
●パソコン など

●毛筆・筆耕事務
●一般事務
●調査事務 など

お客様への宛名書きは
手書きにしたいけど…

外出している間に
安心して家事を任せたい…

●福祉・家事援助
●社会活動サービス
　　　　　　　など

技能分野
●植木の手入れ
●大工仕事
●表具・表装作業 など

のび放題の植木が
お隣にご迷惑をかけている…

●建物管理
●屋外施設管理
●駐車場管理 など

不動産の管理
意外と大変だなぁ…

●広報などの配布
●検針・募金 など

遊休地の雑草を
なんとかしなければ…

一般作業
●除草・草刈り　●清掃作業
●農作業　●荷造・運搬
　　　　　　　　など

管理分野

専門技術分野 事務分野 サービス分野

折衝外交分野

あなたの「街」や事業所で、いろいろなお仕事をお手伝いします。
　私たちシルバー人材センター
は、健康で働く意欲のある原則
60歳以上の方々の就業を支援
することで、ゆとりある生活の
実現と地域社会への貢献を目
的として運営している公益団体
です。

シルバー人材センターとは…
送迎バスの運転手

どこに頼めばいいのか…

「高齢者活躍人材確保育成事業」
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